
政
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府

令

告

示

平成™™年Ÿ月˜š日 金曜日 第œš�œ号官 報

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
七
十
四
号

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、

円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
イ
ン
ド
政

府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日外

務
大
臣

岡
田

克
也

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
イ
ン
ド

の
経
済
の
安
定
及
び
開
発
努
力
を
促
進
す
る
た
め
に
供
与

さ
れ
る
日
本
国
の
借
款
に
関
し
て
日
本
国
政
府
の
代
表
者

と
イ
ン
ド
政
府
の
代
表
者
と
の
間
で
最
近
到
達
し
た
次
の

了
解
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る
報
復

関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
八
十
七
号

玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る

報
復
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十

四
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
三
十
九
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
三
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
総

合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
十
四
号
中
「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融

公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五
十
九
条

第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五
十
九
条
第

一
項
（
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
十
二
条

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行

う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第

三
十
八
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適

合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る

法
律
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日総

務
大
臣

原
口

一
博

一

名

称

平
成
二
十
二
年
度
年
次
射
撃

部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日

か
ら
平
成
二
十
二
年
十
一
月

十
七
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
四
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
七
二
七

二
二
、

七
、
三
〇

清
水

一
男

三
七
二
八

二
二
、

七
、
三
〇

後
藤

大
輔

三
七
二
九

二
二
、

七
、
三
〇

外
岡

修

三
七
三
〇

二
二
、

七
、
三
〇

須
田

達
朗

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
七
号

福
島
県
相
馬
市
役
所
備
付
け
の
次
の
戸
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

福
島
県
相
馬
市
岩
子
字
数
馬
百
九
十
九
番
地
の
三

横
山

嘉
彦

司
法
試
験
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
八
十
五
号

司
法
試
験
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四

十
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

司
法
試
験
委
員
会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
及
び
考
査
委
員
会
議
」
を
「
、
考
査
委
員

会
議
及
び
予
備
試
験
考
査
委
員
会
議
」
に
改
め
、
同
条
を

第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第

四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
予
備
試
験
考
査
委
員
会
議
）

第
五
条

司
法
試
験
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
司
法
試
験

予
備
試
験
の
合
格
者
の
判
定
に
係
る
合
議
は
、
司
法
試

験
予
備
試
験
考
査
委
員
の
会
議
（
以
下
「
予
備
試
験
考

査
委
員
会
議
」と
い
う
。）を
開
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
司
法
試
験
予
備
試
験

に
お
け
る
問
題
の
作
成
及
び
採
点
並
び
に
合
格
者
の
判

定
の
基
本
方
針
そ
の
他
こ
れ
ら
の
統
一
的
な
取
扱
い
の

た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
予
備
試
験
考
査
委
員
会
議
を

開
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
二
条
第
三
項
及
び
前
二
条
の
規
定
は
、
予
備
試
験

考
査
委
員
会
議
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

法
務
大
臣

千
葉

景
子

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

司
法
試
験
受
験
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
八
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
百
八
十
六
号

司
法
試
験
受
験
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四

十
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

司
法
試
験
受
験
手
数
料
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
三
百

二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
次
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」に
改
め
る
。

第
二
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
司
法
試
験
予
備
試
験
の
受
験
手
数
料
の
額
）

第
二
条

司
法
試
験
法
第
十
一
条
第
一
項
の
予
備
試
験
の

受
験
手
数
料
の
額
は
、
一
万
七
千
五
百
円
（
電
子
出
願

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
六
千
八
百
円
）
と
す

る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

法
務
大
臣

千
葉

景
子

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る
報
復

関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
八
月

三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

別
表
中
「
九
・
六
％
」
を
「
四
・
一
％
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

™
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